
立命館大学 産学連携の新ステージ　＝　『ニーズ創成型』の産学連携を目指して

産学連携で国内屈指の歴史（リ
エゾンオフィス開設後14 年）と
陣容（推進支援者：約170名）
を誇る

・グローバル化の進展
・経済および需要の停滞と
　新たなイノベーションの必要性
・環境問題
　(地球レベルの環境破壊 )
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＜産学連携の新ステージへ＞
・中小企業との連携強化による
 連携企業の裾野拡大
・産学連携の多様化
 （研究交流＋教育・人材育成）

・社会の難題解決に向け
　「異分野横断による研究
　新領域」の創成
・産業界からの期待の多様化

課  題

●ソフト面の充実
・企業ニーズ目線で学部・学科を
　横断した組織化により９つの研
　究センターを設立。
・特色ある産学連携推進体制を
　構築。

●ハード面の充実
超高分解能分析・構造解析システ
ム、強力Ｘ線自動解析装置、生
体分子構造システムなどの大型実
験装置も保有。特にＳＲセンター
には世界最小の超伝導磁石を用
いた放射光源を有する。

対  策

「環境」、「エネルギー」、「材料・資源」、
「医療・健康」、「食料」、「安全・安心」などの

21世紀型課題への取組

重点分野
今回は【ものづくり支援】を主要テーマに具体的
な10シーズを提供させていただいておりますが、
弊学では多彩なシーズと研究者が揃っております。
出展シーズ以外の技術や研究分野に関しても、気
軽にご相談ください

連携対象となる企業技術

ご照会・ご相談には費用は発生しませんので、
ご遠慮なくご相談ください。

まず理工リサーチオフィス（下記）にご相談下さい。
ワンストップサービスにてクイックな対応を行います。
Email: liaisonb@st.ritsumei.ac.jp
tel: 077-561-2802 

相談の際の留意点 相談の手順

☆【教員（研究者）⇔　職員（スタッフ）】一体となった活動スタイル　⇒　『教職協働』
☆産学連携を専任に取り扱う、独自の「テクノプロデューサ制度」を導入
☆顧客（企業）目線の推進体制　⇒　下記体制構築により迅速な対応と顧客（企業）満足
　向上を実現
※産学連携窓口の一元化：『ワンストップサービス体制』。

産業界との双方向のリアルコミュニケーションによる【ニーズ創成型の産学連携】


